
投動作を身につけることを意図したリズム体操に関する研究 

芳賀 美南（千葉大学） 

１．目的 

 本研究では、正しい投動作を身につけることを意

図したリズム体操を作成し、この体操による投動作

の変容および遠投距離の変化について検証すること

を目的とした。 

 

２．研究方法 

2-1 リズム体操の作成 

 リズム体操で使用する音楽は子どもたちの間でな

じみのある「パプリカ」（作詞・作曲 米津玄師）と

し、準備的運動・ストレッチ・投動作改善のための

運動という三つの段階に分けた。最後の第三段階は

身体が十分動くようになった状態で正しい投動作を

身につける段階とし、先行研究を基に運動内容を考

案した。作成したリズム体操を以後、「パプリカ体操」

とする。 

2-2 実験１（投動作の変容を調べる） 

１）被験者：特別な投運動の経験をもたない C大学

教育学部体育科の女子大学生７名 

２）実験内容：実験は 4日間行った。十分なウォー

ミングアップを行った後、被験者を遠投距離に大

きな差が生じないよう練習群（3 名）・体操群（4

名）の 2群に分けて実験を行った。練習群は遠投

距離を伸ばすことを意識しながらキャッチボール

を 10分間行う群とした。一方、体操群はパプリカ

体操を２回行って、残りの時間（約 3分間）でキ

ャッチボールを行う群とした。群ごとに分かれて

練習を行った後、再び遠投計測を行った。 

３）分析項目：尾縣ら（1995）を参考にし、①ボー

ルの投射角度②ステップ長③上体後傾角度④ムチ

角度⑤自由手上腕の最大角度⑥投げ手上腕角度の

6 項目とした。練習前後の各項目の有意差検定に

は対応のあるｔ検定を用いた。 

2-3 実験２（教育現場での調査） 

１）被験者：C大学附属小学校に在籍する 15名 

２）実験内容：体育授業の単元「ベースボール型運

動」（計 4時間）の中で、準備運動としてパプリカ

体操を実施した。その後は、調査学級の教員に通

常の授業を行ってもらった。また、1・4時間目に

は遠投計測および撮影、アンケート調査を行った。

体操実施前後の有意差検定には対応のある t検定

を用いた。 

 

３．結果・考察 

3-1 実験１ 

投距離の平均の伸びを見てみると、体操群は 0.39

（ｍ）の伸びが認められた。しかし、すべての項目

において有意な差が認められなかった。これは、被

験者が 7名と少なかったことや、実験期間が 4日間

と短かったことが原因として考えられる。有意差が

出なかったものの分析項目③⑤⑥において両群間に

違いが見られ、パプリカ体操を行うことによって投

動作が上達の方向へ変化した。 

3-2 実験２ 

 遠投距離の平均値（標準偏差）は 18.53（±7.47）

m から 21.8（±8.42）m という結果になり、１％水

準で有意な差が認められた。また、アンケート調査

の結果から、パプリカ体操が児童にとって取り組み

やすい体操であったこと、正しい投動作に気づくこ

とができる体操であったことが示された。よってパ

プリカ体操を実施することで、児童が正しい投動作

を身につけることができるということが示唆される。 

 

４．結論 

 本研究において、正しい投動作を身につけること

を意図して作成したパプリカ体操は、ただキャッチ

ボールをするだけよりも、投動作が上達の方向に変

化し、遠投距離が伸びる効果があることが示された。

また、児童へのアンケートから運動効果が高いこと、

児童にとって難易度が高すぎず、取り組みやすい体

操であることが示された。 
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